
平
成
二
十
八
年
八
月
一
日
提
出

質

問

第

四

六

号

消
費
者
庁
・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
・
消
費
者
委
員
会
の
移
転
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

本

村

賢

太

郎
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消
費
者
庁
・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
・
消
費
者
委
員
会
の
移
転
に
関
す
る
質
問
主
意
書

安
倍
内
閣
は
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
東
京
一
極
集
中
を
是
正
す
る
観
点
か
ら
、
道
府
県

等
か
ら
の
提
案
を
踏
ま
え
、
政
府
関
係
機
関
の
地
方
移
転
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。

三
月
末
ま
で
に
結
論
を
出
す
と
さ
れ
た
中
で
、
三
月
二
十
二
日
に
政
府
が
公
表
し
た
「
政
府
関
係
機
関
移
転
基
本
方
針
」
に

お
い
て
、
消
費
者
庁
・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
・
消
費
者
委
員
会
の
徳
島
県
へ
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
八
月
末
ま
で
に
結
論
を
得

る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

徳
島
県
へ
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
三
月
に
「
お
試
し
移
転
」
の
第
一
弾
が
実
施
さ
れ
、
七
月
四
日
か
ら
七
月
二
十
九
日
の
間

に
も
「
お
試
し
移
転
」
の
第
二
弾
が
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
お
試
し
移
転
を
経
て
、
七
月
二
十
九
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
河
野
大
臣
は
移
転
を
三
年
後
に
再
検
証
す
る
こ
と
や

徳
島
県
に
新
未
来
創
造
オ
フ
ィ
ス
（
仮
称
）
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
を
発
表
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
以
下
質
問
す
る
。

一

七
月
に
実
施
さ
れ
た
「
お
試
し
移
転
」
に
か
か
っ
た
経
費
は
い
く
ら
に
な
っ
た
の
か
。

二

現
時
点
で
消
費
者
庁
・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
・
消
費
者
委
員
会
を
移
転
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
問
題
、

一



国
会
対
応
、
事
務
次
官
会
議
対
応
、
危
機
管
理
、
関
係
省
庁
共
通
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
が
な
い
こ
と
な
ど
を
大
臣
は
述

べ
て
い
た
が
、
い
ず
れ
も
「
お
試
し
移
転
」
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
国
会
対
応
や
事
務
次
官
会
議
等
に

至
っ
て
は
「
お
試
し
移
転
」
期
間
に
試
行
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
「
お
試
し
移
転
」
を
行
う
必
要
自
体
が
な

か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
は
。

三

な
ぜ
、
三
年
後
に
再
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」
に
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か

の
提
案
は
再
検
証
し
な
い
の
か
。

四

新
た
な
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
は
「
予
算
の
肥
大
化
」
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

五

新
未
来
創
造
オ
フ
ィ
ス
（
仮
称
）
を
設
置
す
る
合
理
的
な
理
由
は
な
に
か
。

右
質
問
す
る
。

二


